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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう。
対象利用者様→山下　拓也様
・転倒転落スコアシート、LASMIの評価入力について
　対象者：2022年2月以降の新規・再開の青陽館利用者様
　　　　・森田　清助様
・藤村　翔様・沢代　文男様

電カルへアップデートまで行いましょう。
・11/30(水)実地審査･実地指導、12/9(金)適時調査があります。日誌、日報、疾患別診療計画書、評価等の確認作業を行っていきます。
・光熱費節約に向けて➝床暖房の設定を退勤前に下げる、トイレの便座暖房を切ることを徹底(掃除の時ないしDCは夕方に)、電気の点けっぱなしの予防(利用者様へも周知)、換気扇も利用者様退所後に早めに切る
・今期のクラブ活動は12月23日(金)を最終活動日とし、次期を1月6日から3月末までとします。

＜利用者様情報＞
デイケア
・島脇　法依様～37歳　女性　主病名：統合失調症

当院退院し、本日よりデイケア利用開始となる。やや緊張した様子で一人離れて座っている為声掛けをしている。婦人科疾患の身体不調はないとの事だが、11/30（水）に市民病院で検査と簡単な手術をする予定であり、やや不安であると言う。その為か退院後の睡眠は4時間程度との事で日中も眠気があると話している。デイケアでの目標として「体力づくり」「病状の安定」を挙げている。馴染みの利用者様と交流を持ったり、プログラムに意欲的に取り組んでいる。　＊自立支援医療費の件　市民で更新してくれた。青南の相談員へどうしたら良いか確認
・角濱　義弘様～北病棟入院中　57歳　男性　主病名：広汎性発達障害

現在、こころすこやか財団のグループホーム体験入居中であり、本日青陽館の見学実施している。館内の設備やプログラム内容、タイムスケジュール等について館内を移動しながら説明を聞いているが10分ほどすると疲労感を訴え椅子に座って説明を聞いている。作業療法では計算問題に取り組むが、手休めが多く10分程すると周囲にあるチラシを眺たりして、全問は解く事が出来ない。声掛けに疲労感を訴えており、「今まで病棟で寝てばかりだったから。」と返答している。今後、青陽館を利用する際には、体力に自信がないのでショートケアを週1～2回から始めていきたいとの希望を繰り返し訴えている。
ショートケア

・特記する利用者様はおりません。

デイナイトケア
・特記する利用者様はおりません。
